令和３年度新潟県高等学校秋季地区体育大会

新潟下越佐渡地区剣道大会実施要項
１．主催
新潟県高等学校体育連盟

２．共催
新潟県教育委員会

３．主管
新潟県高等学校体育連盟剣道専門部

４．主管校　　　　巻高等学校

５．期日　　　　令和3年11月19日（金）～令和3年11月20日（土）

６．会場　　　　新潟市体育館　　　　　

　　　　　　　　　　　　　新潟市中央区一番堀通町3番地1　　　TEL 025-222-6006

７．競技日程
第１日　　審判監督者会議　9時00分



　　　　　競技開始時間　　9時50分
競技終了時間　17時00分



第２日　　競技開始時間　　9時00分
競技終了時間　16時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊詳細については、抽選会で協議の上決定する。

８．競技種目
〔団体戦〕　男女とも１校１チーム（登録選手７名以内）
　(注)フリーオーダー制とし試合ごとのオーダーの入れ替えを認める
　　　・３～４人のチームの出場を認める。その際、混成チームの希望
も出来ることとする。
　　　・少人数のため団体戦に出場できない学校については、混成チームを編成し出場できることとする。
・５人のチームが３～４人のチームと対戦する場合、自チームの試合をさせたいポジションに印をつけ提出すること。

・５人に満たないチームは先鋒から詰めて記入し、提出すること。
〔個人戦〕   参加人数は、抽選会で協議の上決定する。
・各校の出場者には順位をつけて参加申し込みを行うこと。
（参加人数の制限なし）
　　　・今大会の個人戦上位３２名をＢＳＮ剣道大会個人戦出場者とする。（今後の新型コロナウイルスの状況によりＢＳＮ剣道大会個人戦の人数を変更することもある）

９．競技規則　　　　【暫定的な試合・審判の方法】
　　　　　　　　　　　　1.新型コロナウイルス感染症が終息するまでは暫定的な試合・審判法を感染状況等を踏まえながら大会実施要項に定める。
　　　　　　　　　　　　2．試合時間の短縮、延長戦は区切って行い休憩を取り入れる等、マスク着用による熱中症対策を取り入れる。
　　　　　　　　　　　　3．全剣連ガイドラインに従い、試合者は、鍔迫り合いを避ける。やむを得ず鍔迫り合いとなった場合は、すぐに分かれるか引き技を出し、掛け声は出さない（引き技時の発声は認める）。審判員は鍔迫り合いを解消しない場合は、ただちに「分かれ」を宣告する。
　　　　　　　　　　　　4．審判員の試合場への入退場の際は、1メートル以上の間隔を空けて行い、副審は試合開始線の外側を通り定位置まで進む（別添１）
　　　　　　　　　　　　5．合議は1メートル以上の間隔を空けて行う。（別添２）
　　　　　　　　　　　　6．試合終了後に当該試合の反省を行う場合は、1メートル以上の間隔を空ける。
　　　　　　　　　　　　7．審判員は、試合時マスクを着用する。また、各自の審判旗を持参して使用する。各試合会場の審判員控席にアルコール除菌液を設置し、手指消毒を行う。
8．全日本剣道連盟の定める剣道試合・審判規則、細則、および全国高等学校体育連盟剣道専門部申し合わせ事項により行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以降の変更もありうる）
10．競技方法
試合順序は抽選会で協議の上決定する。

〔団体戦〕　　抽選会で協議の上決定する。
　　　　試合時間は４分とし、勝敗の決しない場合は引き分けとする。
　　　　団体戦における代表者戦において、試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を行い、先に1本とったものを勝ちとする。延長戦の試合時間は、4分とする。延長戦が継続する場合は、延長戦2回ごとに「深呼吸」・「給水」の休息・休憩を繰り返す。
〔個人戦〕　　トーナメント方式　
　試合時間は４分とし、試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を行い、先に１本とったものの勝ちとする。延長戦の試合時間は、３分とする。延長戦が継続する場合は、延長戦2回ごとに「深呼吸」・「給水」の休息・休憩を繰り返す。
11．参加資格　　　　（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校、中等教育学校（後期課程）、特別支援学校（高等部）に在籍する生徒であること。
　　　　　　　　　　　　（２）選手は、本連盟に加盟している高等学校に在籍する生徒であること。

　　　　　　　　　　　　（３）選手は、各高等学校の教育計画に基づいて行う課外活動に位置づけられた運動部（当該種目）の部員（以下「部員」という）であること。

　　　　　　　　　　　　（４）上記（３）に該当しない生徒を選手として参加させる場合は、会長の承認を必要とする。
　　　　　　　　　　　　（５）選手は、平成16年4月2日以降に生まれた者とする。ただし、出場は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。

　　　　　　　　　　　　（６）ア　チームの編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。

　　　　　　　　　　　　　　　イ　特例として、全日制課程が定時制課程に改組された場合は、改組後２年間に限り、混成を認める。

　　　　　　　　　　　　（７）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。

　　　　　　　　　　　　（８）転校後６か月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準じる。）ただし、一家転住等やむを得ない場合は、会長の許可があればこの限りではない。

　　　　　　　　　　　　（９）選手はあらかじめ健康診断を受け、また、在学する学校の校長の承認を必要とする。

12．参加申込方法
・新潟県高体連剣道専門部ホ－ムページより必要書類をダウンロードする。
・参加申込は、所定の参加申込書（校長印有り）を期限までに申込先に送付し（写し１部を学校で保管のこと）、あわせて下記のメールアドレスまで参加申込書データをメールにて送信すること。なお、団体戦オーダー用紙は添付のオーダー用紙データ枠を利用して送信してもよい。（毛筆での手書きも可）
　　　　　　　　　　　　（1）申込先　
　　　　　　　　　　　　　　〒953-0044　新潟市西蒲区巻乙30－1　巻高等学校内




　　令和３年度新潟県高等学校秋季地区体育大会
　　　　　　　　　　　　　　新潟・下越・佐渡地区剣道大会事務局




　　担当責任者　吉 田　正 実

　　　　　　　　　　　　　　TEL 0256－75－2003（３年次）　FAX 0256－73－4424

　　　　　　　　　　　　　　送信先　yoshida.masami@nein.ed.jp

　　　　　　　　　　　　（2）申込期限　令和3年10月26日（火）必着

　　　　　　　　　　　　　　参加申込書（校長印有り）

　　　　　　　　　　　　　　参加申込書デジタルデータおよび団体戦オーダー用紙データ
13．大会参加料        　選手１人５５０円　　　　＊加盟校以外　選手１人１,１５０円
14．表彰　　　　　団体戦個人戦ともに、３位まで新潟県高等学校体育連盟から賞状を授与する。

15．諸   会   議　　　　　(1）抽選会および準備会
　　　　　　　　　　　　　　令和3年10月29日（金）9時30分～抽選会、13時～準備作業
　　　　　　　　　　　　　　会場　巻高等学校　会議室

　　　　　　　　　　　　　　＊抽選会および大会準備作業は専門委員で行う。

　　　　　　　　　　　　　(2）審判監督会議

　　　　　　　　　　　　　　令和3年11月19日（金）9時00分～（会場　新潟市体育館　南練習場）
16．連絡事項　　　　（１）参加する生徒は、必ず引率責任者が引率し、参加する生徒の全ての行動に対して責任を負うものとする。

（２）参加生徒の競技中における疾病・傷害などの応急処置は主催側で行なうが、その後の責任は負わない。また、医師の診療にかかる費用は個人負担とする。
（３）竹刀の計量は行わないので、監督の責任において安全かつ適切な竹刀を使用させる。
	男子：　４８０ｇ以上　　　１１７ｃｍ以内
　　　　剣先直径２６ｍｍ以上　　　先皮５ｃｍ以上
　　　　ちくとう直径　　　２１ｍｍ以上
女子：　４２０ｇ以上　　　１１７ｃｍ以内
　　　　剣先直径２５ｍｍ以上　　　先皮５ｃｍ以上
　　　　ちくとう直径　　　２０ｍｍ以上


（４）試合標識紐（紅白タスキ幅５ｃｍ、長さ７０ｃｍ）は各校で用意する。
（５）宿泊については、例年、宿泊利用者が少ないことや地区内の大会で
ることから、宿泊要項及び宿泊申込書につきましては送付いたしませんので御了承ください。
（６）感染防止対策
ア　大会参加については、学校ごとの判断とし校長の許可を得る。また、大会への参加については、生徒及び保護者の意向を尊重し、参加を強制しないこと。
イ　大会に参加する場合は必要に応じ保護者からの応諾書をとるなどをして参加の意思を確認してください。（大会本部に提出の必要はありません。）
ウ　大会当日５日前より体調管理に努め体温測定を行い体温記録票に記入する。また、体温記録票の裏面に、大会当日チェックシート（高体連様式2）を印刷し、併せて記入のうえ、試合当日、受付時に提出すること。
エ　大会本部で消毒液等を準備し、会場内、用具物品の消毒の徹底を図る。
オ　選手は、全日本剣道連盟の感染拡大予防ガイドラインを基に、面マスクを着用のうえ、対人稽古・試合を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊面マスクは剣道用と限らず市販されている物や、全剣連が示しているような手拭いで作成した物を指す。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊面マスクの装着は必須とする。アイガードについては任意とする。
カ　選手（生徒）は、対人稽古・試合時以外でも、マスクを着用すること。
キ　役員、審判員はマスクを準備すること。
ク　定期的な換気を行う。
ケ　全日本剣道連盟の指針通り、鍔迫り合いはしないものとする。
コ　応援保護者の入場は各地区、各会場による。
                        （７）新型コロナウイルス感染予防対策については、別紙「様式1　感染防止基本計画書」に準ずる。
＊混乱防止、円滑な大会運営のためルールを守るよう、各顧問が責任を持って保護者に伝えること
＊入場する保護者がいる地区はチェックシートを提出してもらう関係上、各顧問でチェックシートを
両面印刷し配布すること
＊検温については選手、役員、観戦者全ての人に対して発熱（３７．５度以上または、平熱より0.5
度以上高い状況が継続する）等風邪症状がある場合は入場を認めない
＊新型コロナウイルス感染症の今後の感染状況によっては試合自体の中止もあり得る
